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新
入
生
は
じ
め
学
生
諸
君
も
Ｃ
Ｏ
Ｅ
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。

 

Ｃ
Ｏ
Ｅ
と
はCenter of Excellence 

の
略
で
優
れ
た
研
究
拠
点
と
い
う
意
味
で

す
。
文
部
科
学
省
は
平
成
14
年
度
か
ら
自

然
科
学
、
工
学
、
人
文･

社
会
科
学
を
網

羅
す
る
学
問
分
野
を
10
分
野
に
分
け
、
各

分
野
に
つ
い
て
国
立
、
公
立
、
私
立
を
含

む
全
て
の
大
学
か
ら
の
応
募
に
基
つ
い
て

研
究
拠
点
を
選
定
す
る
事
業
を
始
め
ま
し

た
。
電
子
、
情
報
系
で
は
、
78
件
の
応
募

が
あ
り
、
そ
の
内
の
20
件
が
研
究
拠
点
と

し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

電
子
工
学
系
が
約
10
拠
点
、
情
報
工
学

系
が
約
10
拠
点
と
い
う
内
訳
で
す
。
そ
の

中
で
中
央
大
学
が
応
募
し
た
「
電
子
社
会

の
信
頼
性
向
上
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」

が
研
究
拠
点
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

国
立
の
有
力
大
学
で
も
選
定
さ
れ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
中
央
大
学
が
選
ば
れ

た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
ま

た
、
高
校
生
を
含
む
国
民
の
方
々
に
大
学

の
研
究
成
果
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
我
々

の
励
み
に
も
な
る
こ
と
で
す
。
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
、
皆
さ

ん
も
便
利
に
使
っ
て
お
ら
れ
る
か
と
存
じ

ま
す
が
、
ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
な
ど
安
全
性

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の

通
り
で
す
。

 

な
り
す
ま
し
、
僞
造
、
改
ざ
ん
、
盗
聴

等
を
防
ぎ
、
Ｉ
Ｔ
世
界
を
安
心
し
て
快
適

に
過
ご
す
た
め
に
は
暗
号
理
論
を
は
じ
め

フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
、
セ
キ
ュ
ア
な
Ｏ
Ｓ

･

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
設
計
法
な
ど
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
が
極
め
て
重
要
で
す
。

本
拠
点
は
、
こ
の
よ
う
な
信
頼
性
や
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
国
際
的
な
研

究
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

 

本
拠
点
の
目
玉
と
な
る
暗
号
技
術
は
、

電
子
政
府
や
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で
、
本

人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
や
文
書
の
真
正
性

の
保
証
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
社
会

で
不
可
欠
な
役
割
を
果
た

し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
中
核
と
な
る
技
術
で
す
。

数
百
年
に
亙
っ
て
築
か
れ

て
き
た
整
数
論
の
よ
う
な

美
し
い
数
学
が
現
代
暗
号

の
設
計
に
威
力
を
発
揮
し

て
お
り
、
数
学
好
き
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
は
楽
し
い

世
界
が
拓
け
て
い
ま
す
。

 
一
般
市
民
や
産
業
界
、

あ
る
い
は
行
政
の
方
々

に
対
す
る
啓
発
、
広
報
の

た
め
本
年
４
月
12
日
、
表

（
48
ペ
ー
ジ
）
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
し
て
下

さ
い
。

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
対
象
と
し
て
研

究
拠
点
に
選
定
さ
れ
た
の
は
全
国
で
中
央

大
学
唯
一
校
で
す
。
先
生
方
も
事
務
局
の

方
々
も
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
共
に
世
界
的

な
拠
点
に
育
て
て
行
き
た
い
と
張
り
切
っ

て
お
り
ま
す
。

官界

産業界

共同

協力

委託研究

入学 入学

理工学研究科

COE
「電子社会の信頼性

向上と情報セキュリティ」

情報工学専攻
電気電子情報通信工学専攻
数学専攻
経営システム工学専攻

中央大学・他大学修士課程修了者
官界・産業界の研究者

中
央
大
学

　

研
究
会
開
発
機
構

電
子
社
会
シ
ス
テ
ム

構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　

コ
ー
ス
を
含
む
）

電
子
社
会
シ
ス
テ
ム

　
　
　

研
究
科

（計画中）

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　
　

副
専
攻

Ｃ
Ｏ
Ｅ
―
研
究
の
現
場
か
ら

理
工
学
部
教
授
　
　
　
　

辻
井
重
男

Shigeo Tsujii
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電子社会の基盤としての情報セキュリティ技術に関する研究

人文・社会科学系研究科群

理工学研究科

総
合
政
策
研
究
科

文
学
研
究
科

商
学
研
究
科

経
済
学
研
究
科

法
学
研
究
科

学
外
有
識
者

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

グ
ル
ー
プ

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
・
ロ
ー
マ
大
学

エ
ッ
セ
ン
大
学
な
ど
の
整
数
論
・

暗
号
研
究
者
グ
ル
ー
プ

理
工
学
研
究
所

情
報
工
学
専
攻

研
究
開
発
機
構

電
子
社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

次
世
代
暗
号
技
術
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

協
力

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
副
専
攻

利用 利用

交流

助言
助言

電気電子情報
通信工学専攻

経営システム
工学専攻

数学専攻

学術・文化・産業ネットワーク多摩
（世話人代表　細野助博中央大学教授）

中央コリドー高速通信実験協議会
（会長　辻井重男中央大学教授）

研究内容
人文・社会科学的視点からの助言・評価

情報セキュリティを支える理論と技術

法学

経済学

商学

第㈵層

第㈼層

第㈽層

政策

経営

情報社会論

情報倫理

代数幾何
整数学

統計学アルゴリズム
計数量理論
計数幾何
数値計算

画像処理
可視化技術
知識処理
データベース
システム監査

総論（電子社会における安全学の構築）
電子社会システム

高信頼ネットワーク・システム

要素技術

電子行政　　　・投票・アンケートシステム
電子ビジネス　・電子マネー、電子証券システム
　　　　　　　　金融情報システム
　　　　　　　　地理情報ネットワークシステム

高機能・高信頼ネットワーク構成
電子認証・公証システム
セキュリティポリシー・運用管理

代数曲線を利用する公開鍵暗号（楕円・鍵楕円暗号）
公開鍵暗号の安全性証明　共通鍵暗号の鍵度評価

統計的手法による乱数検定　DNA情報による個人識別
マルチパーティプロトコル　量子暗号

電磁波漏洩とその可視化
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シンポジウム　電子社会の展望
日時　2003年4月12日中央大学後楽園キャンパス
主催 中央大学21世紀COEプログラム“電子社会の信頼性向上と情報セキュリティ”研究拠点
共催 日本セキュリティマネジメント学会
会場 後楽園キャンパス　５５３４教室（5号館5階）
参加自由（直接お越しください） 問合せ先：03-3817-1744（理工学部事務室）

プログラム

午
前
の
部

10 : 00~10 : 15 特別講演 尾身幸次氏  衆議院議員 前科学技術政策担当大臣

10 : 15~11 : 15 講演 辻井重男氏　中央大学教授/日本セキュリティマネジメント学会会長
“歴史にみる暗号、現代の暗号”

11 : 15~12 : 15 講演 坂村 健氏　東京大学教授
“ユビキタス社会と我々の生活”

休　　　憩

午
後
の
部

13 : 15~13 : 45 講演
学長あいさつ　角田邦重
大野慎一氏　総務省 大臣官房政策統括官
“電子政府・自治体からみた人材育成への期待（仮題）”

13 : 45~14 : 15 講演 池上徹彦氏　会津大学学長
“日本の科学技術政策”

４ : 30~16 : 00 パネル討論

ソフトウェア･情報セキュリティ分野における人材育成
コーディネータ　土居範久氏　慶應大学教授
パネリスト　国井秀子氏　リコー㈱研究所長
脇 英世氏　東京電機大学教授
内田勝也氏　中央大学研究開発機構助教授

16 : 00~16 : 30 総括 鶴保征城氏　NTTソフトウェア㈱社長/情報処理学会会長

後楽園キャンパスアクセスガイド：http://www.chuo-u.ac.jp/chuo-u/access/access_korakuen.html

後楽園キャンパス
〒112-8551　東京都文京区春日1-13-27
地下鉄丸ノ内線・南北線
　　『後楽園』から徒歩５分
都営三田線・大江戸践
　　『春日駅』から徒歩７分
JR総武線『水道橋駅』から徒歩10分

Ａ正門（白門）
Ｆ５号館（アリーナ、学生食堂、教室）
Ｌ東京ドーム　　Ｍ営団地下鉄　後楽園駅


